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昌也Q!ll!)
（ 政 令 ）
O 国立学校 設 置 法 施行令の 一 部 を 改 正 す る 政令 （ 288 )
（ 平 8 . 9 .  26 官 報 第 1985号 ）
（ 省 令 ）
O 国 立 学 校 設 置法 施行規則 の 一 部 を 改正 す る 省令 （ 文
部33) （平 8 . 9 .  30 官 報 第 1987 号 ）
0 国 立 大 学 の 学 科 及 び課程並びに講座 及 び学科 目 に 関
す る 省令の 一 部 を 改 正 す る 省令 （ 同 34 ) （ 同 上 ）
（規 則 ）
0 人 事 院 規則 8 - 18 （ 採 用 試験 ） の 一 部 を 改 正 す る 人
事 院 規則J （ 人 事 院 8 18 - 10 )  
（ 平 8 . 9 .  2 0  官 報 第 1982号 ）
0 人 事 院 規則17- 0 （管理 職 員 等 の範囲） の 一 部 を 改
正 す る 人 事 院 規則 （ 同 17- 0 - 43 )  
（ 平 8 . 9 .  2 5  官 報 第 1984号 ）
（ 告 示 ）
O 平 成 9 年 度科 学 研 究費補 助 金 の 各 種目 の 計画 調 書 の
提出期間 等 を 定 め る 件 （ 文部 153 )
（ 平 8 . 9 .  2 官 報 第 1969号）
��l!Jlfil 
富山大学人文学部規則の一部改正
富 山 大 学 人 文 学 部 規則の 一 部 を 改 正 す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平 成 8 年 9 月 20 日
富 山 大 学 長 小 黒 千 足
富山大学人文学部規則の一部を改正す る規則
富 山 大 学 人 文学 部規則 （ 昭和 52年 5 月 16 日 制 定 ） の 一
部 を 次 の よ う に改 正 す る 。
別表I （ 第 3条 第 2 項関 係 ） 国 際文化学科の表 中 ，
悦聴覚教育 I 2 
卒業研 究 I 10 I を
視 聴 覚 教 育 2 
日 本 語 表 現 法 4 に改め る 。
日 本語 ・ 日 本 文 化 論 議読 8 
日 本 文 化 論 演 習 8 
tー「;: 業 研 究 10 
附 員IJ
こ の 規則は， 平成 8 年 9 月 20 日 か ら 施行す る 。
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富山大学大学院教育学研究科規則の一部改正
ー宮山大学大学院教育学研究科規則の改正理由…
教 育 学研 究 科 理科 教 育 専 修 及 び保健体育専 修 の 教 育 内 容 の 充 実 を 図 る た め， 所要事項 を 改 め る 。
富 山 大学 大 学 院 教 育 学研 究 科 規則の 一 部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制 定 す る 。
平 成 8 年 9 月 20 日
富山大学大学院教育学研究科規則の一部を改正す
る規則
富 山 大学 大 学 院 教 育 学 研 究科規則J （ 平 成6 年 3 月 1 4 日
制 定 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改正す る 。
別表第 1 （ 第 3条 関 係 ） ③理科 教 育専 修 の 物 理 学 の項
を 次 の よ う に 改 め る 。
物 理 学 特 論 I 2 
物 理 学特論 演 習 I 2 
物 理 学 特 論 E 2 
物 理 学
物 理 学特論 演 習 E 2 
物 理 学 特 論 皿 2 
物 理 学特論 演 習 皿 2 
富 山 大 学 長 小 黒 千 足
別表 第 1 （ 第 3条 関 係 ） ⑤ 保 健 体 育 専 修 の 運 動 学 の項
を 次 の よ う に改め る 。
運 動 学 特 論 I 2 
運 動 学特論 演 習 I 2 
運 動 学 特 論 H 2 
運 動 学特論 演 習 E 2 
運 動 学
運 動 学 特 論 田 2 
運 動 学特論 演 習 皿 2 
運 動 学 特 論 N 2 
運 動 学特論 演 習 W 2 
附 員lj
こ の 規則 は ， 平 成 8 年 9 月 20 日 か ら 施行す る 。
ミl � � 
第2回学寮委員会（ 9月12日）
（審議事項）
(1) 寮生 よ り の 要求事項 （ 調 理 師 及 び炊婦 ） に つ い て
(2) そ の 他
第2回数養教育委員会（ 9月13日）
（審議事項）
(1) 平 成 9 年 度 以降 の カ リ キュ ラ ム 等 の 見直し に つ い
て
(2) 富 山 大学 に お け る 教 養 科 目 及 び共 通基 礎 科 目 履修
規則の 一部改正 に つ い て
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(3) 富 山 大 学 教 養教 育委員 会 規則の 一 部改 正 に つ い て
(4) 富 山 大 学 教 養教 育委員 会 内 規 の 一 部改正 に つ い て
(5) 平 成 8 年 度非常勤講 師 任 用 計画 の 一 部 変 更 及 び 資
格 審 査 に つ い て
(6) そ の他
第1回留学生会館運営委員会（ 9月18日）
（審議事項）
(1) 平 成 8 年 1 0 月 留 学 生 会 館 入居 者 の 選 考 に つ い て
(2) そ の 他
平成8年10月発行
学
報 第381号
第5田部局長懇談会（ 9月20日）
（議 題）
(1) 当面の諸問題について
(2) その他
第2回大学院委員会（ 9月20日）
（審議事項）
(1) 富山大学大学院教育学研究科規則の一部改正につ
第98回構内交通対策委員会（ 9月24日）
（議 題）
(1) 交通安全一斉指導及び無許可車両等の一斉取締り
の実施について
(2) 西門の時間閉鎖等について
(3) その他
いて
第5回事務協議会（ 9月24日）
（議 題）
(1) 当面の諸課題について(2) その他
第5回評議会（ 9月20日）
（審議事項）
(1) 富山大学人文学部規則の一部改正について
(2) 富山大学大学院教育学研究科規則の一部改正につ
いて
(3) その他
ミ』 l!l 
平成8年度 文部省在外研究員派遣者の決定
主たる滞在地及び当該
種 類 所 属 職名 氏 名 滞在地の属する国名並 調査研究題目 派遣期間
びに派遣先の機関名
グリー ン ズボロ マルチメディアとネットワーク 9. 3 .  1 教育学部 助教授 向 後 千 春 （アメ リ
ンロ
カラズ
合イボ
衆ナロ大
国
校学
） 
海外研 究 ノスーカ の教育利用に関する調査研究
開 発 動 向
グ1）ー 9. 4 . 16 
グ ル ノ ー フ。 lレ 9. 1 .  20 調 査 工学 部 助教授 西 村 克 彦 （ フ ラ ン ス表） 熱電冷却を用いた複合素子に関グルノーブル結晶・ する調査研究面研究所 9. 3 .  1 
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異動区分 発令年月日 氏 名
採 用 8. 9. 2 西 村 憲 一
，， 近 藤 俊 彦
8 . 10. 1 音 田 竜 司
昇 任 8. 10. 1 j賓 本 伸 治
配 置 換 8. 10. 1 溝 口 常 俊
，， 磯 部 彰
併 任 8. 9. 30 丹 羽 昇
若手 職 8. 9. 30 武 脇 誠
職 務命令 8. 10. 1 奥 田 者E
，， 高 安 勇 吉
，， 高 瀬 博 文
，， 北 村 岩 雄
，， 高 塚 清 文
，， 渡 辺 秀 一
，， 室 谷 和 雄
今 藤 岡 和 典
今 岩 城 庚 光
,, 豊 本 勉
，， 柴 田 幹
。 大 山 達 雄
dシ 中 尾 良 行
，， 二 宮 英 治
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ミ』ミ』昌司』
異 動前の 所 属官職
助教授 理学部（物理学科）
教 授 人文学部（ 国際文化学科）
兵〉 ，， （言語文化学科）
教 授 経済学部（経済学科）
助教授 経済学部（経営学科）
教育学部化学教室
工学部電気システム工学講座
工学部制御システム工学講座
工学部電気システム工学講座
庶務部庶務課学事調査係
工学部熱流体システム工学講座
工学部生産システム工学講座
工学部工場係
人文学部・理学部ガラス工作室
総合情報処理センター
工学部物性デバイス工学講座
工学部生産システム工学講座
工学部工場係
工学部工場係
第381号
異 動 内 n合～・
事務補佐員（附属図書館情報サービス諜）
，， ，， 
助 手 経済学部（経済学科）
教 授 理学部（物理学科）
教 授 （名古屋大学文学部）
，， （東北大学東北アジア研究センター）
経済学部長・評議員（～10. 9 . 29) 
辞職を承認する
富山大学技術部先任技術専門職員を命ずる
富山大学技術部第一技術班長を免ずる
富山大学技術部先任技術専門職員を命ずる
富山大学技術部第二技術班長を免ずる
富山大学技術部先任技術専門職員を命ずる
富山大学技術部第三技術班長を免ずる
富山大学技術部第一技術班長を命ずる
富山大学技術部第二技術班技術専門職員を免ずる
富山大学技術部第一技術班技術専門職員を命ずる
兼ねて富山大学技術部第一技術班長心得を命ずる
富山大学校術部第一技術班技術主任を免ずる
富山大学技術部第二技術班技術専門職員を命ずる
富山大学技術部第三技術班第l主任を免ずる
富山大学技術部第二技術班技術専門職員を命ずる
富山大学技術部第三技術班第2主任を免ずる
富山大学技術部第四技術班技術専門職員を命ずる
富山大学技術部第四技術班技術主任を免ずる
富山大学技術部第一技術班第l技術主任を命ずる
富山大学技術部第一技術班第2技術主任を命ずる
富山大学技術部第二技術班技術主任を命ずる
富山大学技術部第三技術直技術主任を命ずる
富山大学技術部第四技術班第l技術主任を命ずる
富山大学技術部第四技術班第2技術主任を命ずる
平成8年10月発行 ,,,,,,, ザー 報 第381号
平成9年度富山大学における学部・大学院の整備充実計画について①
本 学 で は ， 学 部 及 び大 学 院 の 組織・ 定員 を 整 備 ・ 充 実す る た め ， 平 成 9 年度概算要求 を 行 っ て い ま し た が， この た び，
文部省から大蔵省への要求内 容 が 明 ら か と な り ま し た 。
今 回 の計画 は ， 平 成 5 年度教育改革 （① 4 年一貫教育 の 実 施 を 主 と す る 教 育 課 程 の改革， ②教 養 部 の廃止 と 学 部 の 充
実 を 図 る 組織の 改 革 ） に続 く ， 第 2 の 教育改革 と 言え る も の で あ り ， 教 養 教 育 と 専 門 教 育 の 一層 の 充 実 と 学 部 の改革 が
柱 と な っ て い ま す。
そ こ で ， 本号 と 次号 の 2 回 に わ た り ， 各 学 部 と 研 究科の改革の概要 を 当 該学 部 長 に 執筆願い掲載 し ま す 。
人文学部及び人文科学研究科の改組・整備計画について
I 人文学部学科の改組
人文学 部 で は ， 平 成 5 年 （ 1993 ） の 大 学 改 革 で ， 国
際文 化学科の 新 設 ． 大 講座制への 移 行等 を 含 む 大 幅 な
学 部改 革 を 行い， 旧教養 部 か ら 30 人 の教 員 を 迎え 入 れ
て 専 門 教 育 の 充 実 を 図 る と 共 に ， 全 学 の 教 養 教 育 の 重
要 な 一翼 を 担 っ て ． そ の改 革 の 推 進 に 寄与 し て き ま し
た 。 教 養 教 育 に お い て は ， 授 業 の 公 平負担の 原則の も
と に ， 学 部 の 全 教 員が教 養 原 論 ， 総 合科 目 ． 外 国 語 ，
言語表 現等 の 各科 目 を 担当す る こ と に な り ， 大幅 な カ
リ キ ュ ラ ム 改革 と 相 ま っ て ， そ の 多彩 な メ ニ ュ ー が 学
生た ち の 知 的欲求 を 刺激 し ， 教 育 効 果 を 高 め て お り ま
す （ こ の 点 に つ い て は ， 「教 養教 育 に 関 す る 学 生 ア ン
ケ ー 卜報告書j等 を ご参照下 さ い ） 。
一 方 ， 学 部 の 研 究 ・教育組織 に お い て も ， 大幅 な 改
革 が行 わ れ ， 大 講 座 制へ の 移 行 に よ っ て 各専 門 分野 間
の 交 流 が盛ん と な り ， 大 講 座 ・ 学科共 通 の 授業科 目 や
専 門 基 礎科目の 新 設 に よ っ て ， 4 年 一貫教 育 の主旨 を
生 か し た総 合 的 な 専門教育の 在 り 方 が確 立 さ れ つ つ あ
り ま す （こ の 点 に ついて は ， 現状への 反省， 批 判 を 含
め て ， 人 文学 部 の 自 己 点 検評価報告書 f富 山 大 学 人 文
学 部 の 現 状 と 課 題－1993年度j に 詳述 さ れ て お り ま
す ） 。
と り わ け ， 新 設 の 国 際 文化学科で は ， 豊か な 教 養 ，
国 際 的 な 感覚， 実践 的 な 語学 力 等 を 身 に つけ た 国 際 化
時代にふ さ わ し い 人 材 の 育 成 を 目 的 と し て， 地球環境，
文 化摩擦， マ イ ノリティ ー ， エ スニシ ティ ー な ど 今 日
の国際社会が直面 し て い る 重要問 題 の解明 を 課 題 と す
る 「環境地域論J と ， 環 日 本海地域 に お け る か つ て の
日本の侵略の 歴 史 を 直視 し つつ， そ の 反省の上 に 立 っ
た相互理解， 経 済 的 ・文化的 交 流 の 発展 を 中 心課題 と
す る 「 国 際 文 化 関 係論」 の 2 講 座 が設 置 さ れ， 新 た な
時代の 学 問 的 ， 社 会 的要請に積極 的 に応えて き ま し た 。
人 文学部長 小 津 浩
し か し ， 近 年 地域 の 自 治 体 や 企業 ， 教 育 文 化機 関 等 か
ら ， すで に 環 日 本海地域の言語 文 化 研 究 に 実績 の あ る
本 学 部 に対 し て ， 環 日 本海 交 流 の要 と な る 人 材 養 成 の
要望がい よ い よ 強 ま っ て き て お り ま すが， 現在の教育 ・
研 究体 制 で は ， そ の よ う な 要請 に 応え る の に ， ま だ十
分 と は言え な い も の が あ り ま す 。
こ の よ う な 状況に鑑み て ， 本学 部 で は ， 平 成 9 年度
に 向 け て ， 国 際 文 化学科の 更 な る 充実 を 目 指 し ， 国 際
文 化 関 係論講座 に あ っ て は そ の 名 称 を 「 国 際 文 化 論 議
座J と 改め ， 現 在 の 日 中・ 日 ロ だけ で は な く 環 日 本海
地域 を 構 成 す る 日 本 ・ 中 国 ・ 朝鮮 ・ ロ シ ア に 米 国 を 加
え た 多 角 的 な 交流 関 係 を ， そ れ ぞれ地域研 究 の 基 礎 を
踏 ま えてトー タ ル に扱い 得 る 総 合 研 究 の 場 と し て再編
強化 し ， 環境地域論講座 に あ っ て は そ の 名 称 を 「 文化
環境論 議座」 と 改め ， こ れ ま で 国 際 文 化 関 係 論 議座 に
あ っ た 比較 文学 の 分野 を 吸収 し て ， 国 際 的 な 文 化 環 境
の 問 題 に ア プ ロ ー チ す る さ ま ざ ま な 方 法 論 を 総 合 的 に
研 究す る 場 と し て の 機 能 を 一段 と 強化 し ， こ の 両 講 座
の緊密 な 連携 に よ っ て 所期 の 目 的 を 成就す る よ う ， 学
科の抜 本 的 な 改 革 を 図 る こ と に し ま し た 。 そ の概要 に
ついて は ， 次頁の 表 に 示 し た 通 り で す 。
ご覧の よ う に ， 大き く 変 わ る の は 国際文 化 関 係 論 議
座 の 方 で ， 現 在 の 日 中 文化 関 係論 と 日 ロ 文化関 係 論 の
2 つのゼ ミ ナ ー ル は ， 改組後 の 国 際文 化論講座 で は 国
際 文 化 論 コ ース の な か に 発 展 的 に取 り 込 ま れ， 同 コ ー
ス は 日 本 ， 中 国， 朝鮮， ロ シ ア ， ア メ リ カ の 各 地 域 文
化研究 を 踏 ま え た 多 角 的 な 交 流 関 係 の解明 を 目 指す 一
大 コ ー スと な り ま す。 こ れ を 実現す る ため， 計画で は
同 じ く 平 成 9 年度 に 向 け て 改組 を 目 指 し て い る 教育 学
部 か ら 10名 の 学 生 定 員 と 1 名 の 教 官 定 員 を 迎え入 れ ，
学 部 内 か ら も 教官 定員 を 移 し て ， 同 学科 の 教 育 ・ 研 究
体 制 の制新 を 図 る こ と に し て お り ま す 。
- 7 -
平成8年10月発行
学
報 第381号
国際文化学科改組の概要（入学定員40人→50人）
〈現 行〉
環境地域論議座……教員数 9 
考古学コー ス
人 文 地理 学コ ー ス
文 化 人 類 学コー ス
比較社 会 論コー ス
国際文化関係論講座……教員数6
日 中 文化 関 係 論ゼ ミ ナー ル
日 ロ 文 化 関 係 論ゼ ミ ナー ル
比較 文学コース
［留 学 生 教 育］
II 人文科学研究科の整備
人 文 学 部 は ， 人 文 科 学の諸分野 に わ た る 総 合的 ・ 学
際的 な 教 育 研 究 を 通 し て 高 度の専 門 的知 識 と 学際的 な
視野 を 備えた 人 材 を 育 成 し ． 社 会の文化的諸要請 に 応
え る こ と を 目的 と し て ， 昭 和 6 1 年(198 6 ） ， 大 学 院 人
文科学研究科 （ 修 士 課 程 ） を 設置 し ま し た 。研 究 科 に
は 「 日 本 ・東 洋 文 化 専 攻J と 「西洋文化専攻」 の 2 専
攻 を 置き， 日 本 を 含 む 東 洋 と 西洋の二大 地域 文 化 に お
け る 共 通性， 普遍性 と そ こ に 貫 か れ る 個性的 な 諸 原 理
の解明 を 目 指 し て き ま し た 。爾来 9 年 ． 本 研 究 科 は 所
期の目的を 果 た す べく 鋭 意 努 力 を 重ね， 入 学志願 者 は
着実 に 増 加 し ， 多 くの有為の 人 材 を 社会 に 送 り 出 し て
きて お り ま す。
し か し ， 近 年 世界情勢が著 し く 変 動 し ， 囲 内 の社 会
情勢 も 急激 に 変 化 し つつあ る な か ， 大学 院の教育 も こ
う し た 時代の進 展 を 的確 に 見 据え， 新 し い 学 問的 ・ 社
会的要請 に 対応 し て 教 育 ・研究の幅 を 広げ， その質 を
〈改 組 後〉
文化環境論議座……教員数 1 1  
考古学コ ー ス
人 文 地理学コース
文 化 人 類学コー ス
比較社会論コース
比較文 学コ ー ス
国際文化論議座……教員数 10 
国 際 文 化 論コース
［ 日 本 文化 ・ 中 国 文 化 ・朝鮮文化
． ロ シ ア 文化 ・ ア メ リ カ 文化］
［ 留 学 生 教 育］
高 め て い く こ と が求め ら れ て お り ま す。 ま た ， 上述の
平 成 5 年の学部改革に よ っ て 増 設され た心理 学 ． 社 会
学 ， 国 際 文 化 関 係 論 ， 比較社 会 論 ， フ ラ ン ス言 語 文 化
の5 つの学 問 分野 を 2 専 攻の な か に 組 み 込 み ， 大 学 院
教育 を 一層充 実させ て い く必要があ り ま す。 こ の こ と
か ら ， 本研究科 は ． 学 部 改 組の完 成 年 度 を 機 に ， 平 成
9 年 度 に 向 け て ， 従来の「 日 本 ・ 東 洋 文 化 専 攻J と
「西洋文化専攻」 を ， よ り多 くの研 究 分野 を 包摂でき
る 総合的な 研究領域 と し て の 「 文 化 構 造 研 究 専 攻J と
「地域文化研 究専攻」 に 改 め ． そ れ に 伴 っ て 必要 と さ
れ る 教 育 ・ 研 究 体 制 の 整 備 を 図 る こ と に し ま し た 。
（ 入 学 定 員 は 現行 ど お り 10人で あ る 。）
以上の学科改組 と 研 究科の整 備 が実現され れば， 人
文学部の更 な る 発展 が期待でき ま す。 も と よ り 、 制 度
的 な 手直 し は 改 革の必要条件で す が ， 十 分条件で は あ
り ま せ ん。私た ち は ， 改 革 に 真の 内 実 が与え ら れ る よ
う ， 日 々の努力 を 大切 に し た い と 思い ま す。
教育学部及び教育学研究科の改組・整備計画について
教 育 学 部 長 田 中 晋
育組織 を 改編 し ， 魅力 あ る 教 育 学 部 を 目指 し て ， 組織，
カ リ キ ュラ ム 等の見直 し を 全面的に行い ， 今 回の改 組
の基本的枠組 み を 次の よ う に 設定 し て い ま す 。
(1) 教 員 養 成の質的向 上 を 企 図 す る と と も に ， 今 後 の
教 員需給の動 向 を 考慮 し ， 教 員 養 成 系 課程 （ 小 学 校
教 員 養 成 課 程 ， 中 学校 教 員 養 成諜 程 ， 養 護学 校 教 員
養 成 課 程 ， 幼稚 園 教 員 養 成 課程 ） を 学校教 育 教 員 養
成課程 に統合 し ． 学生 入 学 定 員 を 200 人 か ら 15 0 人 に
I 教育学部の改組について
1司 学部改組の目的
現在 ， わ が 国の教育 は 大き な 変 革 を 迫 ら れて い ま す。
社 会 が急速に 複雑化， 多 様 化 ， 高 度 化 し て きて お り ，
そ こ に お け る 教 育の意味 は ま す ま す重要な 意味 を 持つ
よ う に な っ て き ま し た 。 こ う し た 中で学校 教育の指 導
者 養 成 に 大 き な 社 会的期待が寄 せ ら れ て い ま す。
こ れ ら の社会的要請 に 応えて ， 本 学 部では 従来の教
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縮小し ， よ り密度の濃 い 充 実し た 教 員 養 成の体 制 を
整える 。
(2) 教 育 改 革の基 本的視点であ る 「生涯学習体系 への
移 行」 に 沿 っ て ， 生涯学習指導 者の養 成 を 含 む 教 育
の広 い 分野での人 材 育 成 を 目 指し て ， 既存の情 報 教
育 課 程 を 見直し， 総合教 育 課 程 に再編す る 。 総合教
育 課程 に は ， 情報教育コース 入 学定 員 20 人 ， 環 境 教
育コース 入 学定 員 10 人 ， 生涯スポーツ コース 入 学 定
員10人の 3 コース を 設 け る 。
こ の改組 に あ た っ て の理念 と 目 標 を 次の よ う に 定 め
ま し た 。
(1) 本学 部 は， 教育の基礎 を 担 う 義務教 育 等の教 員 養
成 と 学校 教 育 以外の広 い 分野で教育 に 関 わ る 人 材 育
成 と い う 2 つの柱か ら 構 成さ れ ま す 。 学校教育 教 員
養 成 課程で は ， 児童 ・ 生徒の 人 間形成 に 関 与し 高 度
の教 育 力 を 持つ教員 養 成 を 目 指し， 学校教育以外の
広 い 分野で教育 に 関 わ る 人材の育成 を 目 指す総合教
育 課程で は 、 情 報 教 育 ， 環 境教 育 ， 生涯ス ポ ー ツ の
分針での専 門的力 量 を 持つ 人 材の育成 を 目 指しま す。
さ ら に こ の 2 つの課程 は 教 育 内 容 を お互い に リ ン ク
させ ， そ れ ぞれの諜程の優 れ た 教 育 内 容 を 双 方 が 共
有す る よ う に 工夫しで あ り ま す 。
(2) 学校教 育 教 員 養 成 課程では ， 児童期 か ら 青年 前 期
の発 達過程全体 を 視野 に 入 れ た 広 い 教育的知 識 と 理
解力 ， さ ら に は 教 育的実践 力 の獲得 を 目 指す 教 育 内
容 が設定し で あ り ま す 。 ま た 学校教育 に お け る 諸 問
題に 対応できる 能力 を 養 成 す る た め ， 特 に 児童 ・ 生
徒への臨床的指 導 ができ る よ う な 教 育 体 制 に 整備 し
ま す 。
(3) 総合教育 課程の情 報教 育コースで は ， 広く情 報 活
用能力 を 持つ教育シス テ ム エ ン ジ ニ ア の養 成 を し ま
す 。 環境教 育コー スで は ， 地 球規模か ら 身近 な 環 境
ま で を 対 象 と し， 自 然 ・ 社会 ・ ボ ラ ン テ イ ア な どの
観点 を 持つ環境教育 に 携 わ る 人 材の養 成 を し ま す 。
生涯スポーツ コースでは ， 生涯 に わ た る 健 康 保 持 の
観点か ら 生涯スポ ー ツ に 関 わ る 指導 者 を 養成しま す。
ま た ， 本課程のすべての学生 に 対して コ ン ピ ュ ー タ
な どの情 報技術 に 対 す る 習熟 を 図 り ま す 。
これ ら の整 備 に よ って ， 教 育 現場での諸課題 に 適切
で柔軟 な 対 応のでき る 高 度の教 育的実践 力 と 幼児期 か
ら 青年 期 に わ た る 教育全体 に つ い て の発達的臨床的理
解力 を 兼 ね 備 えた 教 員 の養 成 ， 生涯学習時代 を 見 据え
た 学校 教 員 以外の分野の専 門的指導者の養 成 な ど が 図
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ら れ る こ と に な る と 考え ら れ ま す 。
2， 新しい教育学部
(1) 学校教育教員養成 課程 （入学定員 150人）
こ れ ま での教 員 養 成 4 課程 を 統合し て ， 「 学 校 教
育 教 員 養 成 課 程 」 に 一元化し， 学 校 教 育 系 （教育学，
学 校心理学 ， 幼児教 育 ） ， 障害児教育 系 （障害児教
育 ） ， 言語 ・ 社 会 系 （ 国 語 教 育 ， 英 語 教 育 ， 社 会 科
教 育 ） ， 自 然 ・ 生 活 系 （ 数学 教 育 ， 理 科 教 育 ， 技 術
教 育 ， 家 政教 育 ） ， 芸術 ・ 体育 系 （音楽 教 育 ， 美術
教 育 ， 保健体育 ） の5 つの系 と 14 の専 攻 を 設 け ま す 。
今の教 育現場では， 「い じ め ， 不登校 ， 情 報 化 ，
国 際 化J等 多 様 な 問題が 山積し て い ま す 。 こ れ ら の
課題 に 対応 す る に は 義務 教 育 全体 に わ た る 幅広 い 教
育的知 見 が必須で あ り ， そ の た め に ， 教 員 養 成 課 程
を 統合して ， 小 学 校 教 育 ， 中 学校 教 育の両 方 に 精 通
し た 教 員 を 養 成 す る こ と を 企 図した も のです 。
だ れ も が原則 と し て 複 数の教 員 免 許状取得 に 必要
な 学習 を 行 い， 少 な く と も l枚はl種 免 許状 と し ま
す 。 つ ま り ， 適 性や興味 ・ 関心 に 合わ せ て ， どの学
校 種 ， 教科の教 員 を 目 指す か を 検討した あ と で ， 自
ら の進路 を 主体的に 選び と れ る よ う カ リキユラ ム の
弾力 化 を 図 っ て い ま す 。
(2) 総合教育課程 （入学定員40人）
こ れ ま での情報教 育 課 程 を 見直し， 情 報 教 育 ， 環
境 教 育 ， 生涯ス ポ ー ツ の 3 コース を 備えた総合教 育
課程 に再編し ま す 。
本 課 程で は 全 学生 に コ ン ビ ュ ー タ な どの情報技 術
の習得 を させ ま す 。 情 報 教 育 コ ー スで は ， 広 い 情 報
活用能力 を も っ シス テ ム エ ン ジ ニ ア の 養 成 ， 環 境 教
育 コ ー スで は ， 自 然 ・ 社会 ・ ボ ラ ン テ ィ ア な どの観
点、 を も ち ， 環 境 教 育 に携わ る 人 材の養成， 生涯ス ポ ー
ツ コ ー スで は ， 生涯に わ た る 健 康維持 と 増 進の 観 点
か ら 生涯スポ ー ツ に 関 わ る 指導 者 を 養 成し ま す 。
(3) 卒業後の進路
従来 か ら 教 員 養 成 4 課程の卒業 生の多くは ， 保 育
園 ， 幼 稚 園 ， 小 学 校 ， 中 学校 ， 高 等 学 校 ま で広 い 校
（ 園 ） 種の教 員 に な っ て い ま す 。 こ の あ り 方 は こ れ
ま で と 変 わ り ま せ ん 。 就 職 す る 学 校の種類 は ， 教 員
採用試験 を 受験す る と き に ， 適性 ・ 能力 に 応 じ て 主
体的 な 選択 が出来 ま す。
ま た ， 大学 院 に 進学し専 門 性 をさ ら に 深 め る 者や，
専 攻し た 分野 と 関 係の深 い 公務員や企業の一 員 と な っ
て 専 門的知 識 と 体験 を 生 かして 活躍して い る 卒業 生
も い ま す 。
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総 合 教 育 課程の卒業 生の進路 は ， 情報教育コ ー ス
では一般企 業 ， 公務 員 関 係 な どで ， 情報処理 技 術 を
活か し た システ ム エ ン ジ ニ ア ， 情 報 ・ コ ン ピュー タ
関 係の イ ン ス ト ラ ク タ ー ， 情報教育の プ ラ ン ナ ー な
と cへの進 出 が期待でき ま す 。
環 境 教 育コースで は ， 公 務 員 関 係 で は 環境 保 全や
自 然 保護 に 関 す る 企 画 開 発の職 員 と し て ， ま た 学 校
教 育 及び生涯教育 に 関 係 し た 環境 教 育の教材 開 発 を
行 う プ ラ ン ナ ー と し て 採用が 見込 ま れ ま す 。
生涯スポーツコー スで は ， 県市 町村の生涯ス ポ ー
ツに関わ る 職員スポ ー ツ振興財団や体育 協 会 ， 民 間
のス ポ ー ツ施設， 高 齢者の介護 施設， ス ポ ー ツ 選手
のリハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 専 門 に 行 う 医療 関 係 機 関 ，
民間会社の厚生 福利施設 ス ポ ー ツ 用品製作 会 社 な
どへの採用が期待さ れ ま す 。
(4) 取得でき る教員免許状の種類
幼 稚 園l 種免許状， 小学校 1 種 免 許状， 中 学 校 1
極免許状， 高 等学 校l 種 免許状． 養 護 学校 1 種 免 許
状 で す 。
おわりに
全国の大 学 で ， 大 学 改 革の一環 と し て 教 員 養 成 の
学 生定員減 を 伴 う 学 部改 組 が 進 め ら れ て い ま す 。 平
成 9年度に は 全国 で 8 国立大 学 教 育 学部の改組 が見
込 ま れ て お り ， 本 学 部 も その 中 に含 ま れ て い ま す 。
本学音I の改組 は ， 他学 部の改 組計画 と 連動 し た も
ので す 。 最終 的 に概算要求 にのせ る こ と が でき た の
は ， 学 部 教 職 員 の み な さ ん は も ち ろ んの こ と ， 関 係
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し た 他学 部 お よ び全学の教 職 員 のご理解 と ご協 力 に
よ る も ので す 。 こ こ に 感謝の意 を 表 し ま す 。
II 教育学研究科の整備
昭 和 63年度の 「教 育 職 員 免 許 法 」の改正に 基 づき ，
大 学 院 修 士 課程 修了程度 を 基礎 と す る 「専 修 免 許状 」
が新設さ れ た こ と か ら ， 教 員 養 成 大 学 ・学部 に お い て ．
大 学 院の整備・ 充 実 が急速 に 進展 し ． 現 在 で は 全 国 の
国 立 大 学 に 大学 院 が設置され て い ま す 。
本 学 部 で は ， 平 成 6 年 度 に 義務 教 育諸学校の指 導 的
立場 に 立 ち 得 る 人 材の育 成 を 主 た る 目的 と し て 大学 院
教育学研 究科（修士課程 ） に学校教 育専攻（学校 教育
専｛｜多 ） ， 教科教 育専攻（数学教育専修 ， 理科教育専修，
保健体育 専 修 ， 技術教 育 専 修 ， 家政教育専修）が設置
され， 続い て 平 成 8 年 度 に は 教科教育専攻に 国 語 教 育
専 修 ， 美術教 育 専 修 が設 置され ま し た 。 現 在 で は 2 専
攻8 専 修 に 29人の入 学 定 員 を 有 し て い ま す 。
さ ら に， 地元教育界か ら 未設置の音楽 教 育 専 修 ， 社
会 科 教 育 専 修 及び英 語 教 育 専 修の整 備 要請が強く ， 平
成 9 年 度 に は音楽教育専 修の設置 を 図 る こ と に し ま し
た 。 こ れ に よ っ て 全専 修設置の実 現 が大きく 近づ い た
こ と に な り ， 教 育 学 部の更 な る 発展が期待でき ま す 。
な お 本研 究科 は ， 学部の卒業生に 対 し て は よ り 高度
な 教 育機関 と して ， ま た 地域の教員に 対 し て は再教 育
の機 関 と し て ， 教 育 的 諸問題に 対 応 でき る 専門的 知 識
と 能力 を 修得させ， 最新 かつ高 度 な 教育理論に 基 づ く
専 門 的 な 研 究能力 と 実 践 的 技能 を 有 す る 人 材の養 成 を
目指 し て い ま す 。 （ 入 学 定 員 29人→ 32人 ）
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教育 学部附属教育実践研究指導センター長に山極教授を再選
教育学部 附属教 育 実践 研 究 指 導 セ ン タ ー 長の任期 が，
平成 8年 8 月 31 日 で満了す る こ と に 伴 い ， 去 る 7 月 1 0 日
（水） 開催の教 育 学 部教授 会 に お い て ， 同 セ ン タ ー 長の
選挙が行わ れ． そ の結 果 ， 現職の山値教授が再選され ま
し た 。 任期 は 平 成 8 年 9 月 1 日 か ら 2 年 間
山徳教授 は ， 昭 和 34 年 3 月 東 京 教 育 大 学 理学部 を 卒業
後 ， 公 立学校教 員 ． 都 立 教 育研究所科学研究部生物研究
室指 導 主 事 ， 文部省初等 中 等教 育 局 教科 調 査官， 視学官，
主任視学官等 を 経 て ， 平 成 6 年4 月 間セ ン タ ー 教授 と な
り ， 現 在 に至 っ て い ま す 。
専門 は ， 教 育 方 法 学
東 京 都 出身
（ 就任の抱負）
今 回 ． 図 ら ず も ， 教 育 学 部 附属教 育 実 践 研 究 指 導 セ ン
タ ー のセ ン タ ー 長 に再び就任 す る こ と に な り ま し た 。 前
回 同 様ご指導のほど よ ろ し くお 願 い申 し 上げ ま す 。
現在 ， 中教審等， 21世紀 を 展 望 し た 教 育 改 革 が 精 力 的
に 進 め ら れ て お り ま す 。 ま た ， 教 員 養 成学 部の在 り 方 を
審 議す る ， 教職 員 養 成 審 議 会 も 開催され て お り ま す 。
こ こ での方 向 性 を 見据え る と と も に ， 教 育 委 員 会 や学
校 と の連 携 を 一層緊密 に し て いく こ と が大切で、あ る と 思 っ
て お り ま す 。
研 究情報発信 〈体験 ， 不思議の世界〉
‘ 夢大 学 in TOYAMA ’ 96” 
「聴い て ， 見て ． 触 れ て 」 を キャ ッ チ フ レ ー ズ と し て
開催 し て きた “ 夢 大 学 in TOYAMA” は ， 今 年 で5 回
目 を 迎え， 地域 に 開 か れ た 大学 を 目指 す 大 学 開 放事 業 と
し て 次 第 に 定着 し ， 去 る 9 月 14 日 （ 土） ' 15 日 （ 日 ） の
2 日 間にわた り ， 一 部 新 企 画 （ 現 職 教 員 の体験 入 学） を
取 り 入れ “ 夢 大 学 in TOYAMA’ 96” を 開催 し ま し た 。
この事業の目的は ， 近年 ， 大学の理工系 分野への志願
者数の減少や青少年ーの科 学技術への興味 ・関心の低下の
懸念が指摘さ れ て い ま す 。 そ こ で， 本 学の全 て の教 育 研
究 施設を開放 し ． 理 工 系 分野 に あ っ て は ， 中 学生 ・ 高 校
生 に は ， 物づ く り を 通 じ て ， 知的好奇心 を 触 発 し 理 工 系
分野の魅力 を 体験させ ， その他の分野 に あ っ て は 大 学 の
教育研究の一端 を 体験させ る な どの体験 入 学 型の事業 等
を 行 い ， ま た 企 業の研 究 者 ， 経営者 を 含 め た 一般社 会 人
に対 し て は ， 地域社会 と の連携 ・ 協 力 推進のた めの イ ベ
ン ト 仰の事業 を 行 う こ と に よ り ， 青少 年や社会 に 語 り か
け る も のです。
9 月 14 日 （ 土） は ， 前 日 か ら 懸念さ れ て いた雨 も 明 け
方 に は上が り ， 午前 9 時30分 か ら 総合開 会 式 が地 域 共 同
研 究 セ ン タ ー 前 広 場 で行わ れ ， テ ー プ カ ッ トの後， 小 黒
学長の開 会の挨拶， 来賓の祝辞があ り ， 引き続き富 山 商
業 高 校の生徒 に よ る マ ー チ ン グ バ ン ド演 奏があ り ま し た 。
事業の概要 は ， 2 日 間の体験 入 学 （ 中 学 生 ・ 高 校 生 ，
現職教 員 対 象） 18講座 （ 人 文・1 ＇ 教 育：2 ， 経済：1 ' 
理： 7 ， 工・6 ， 低温液化室・ 1 ） に 30 9 人 の 参 加 者 が
あ り ， そ れ ぞ れの講座 に別れて カ リ キュラ ム に 従 い 小 実
験・ 実習等の講義 を 受け 開 講式 は 黒 田 講堂で行わ れ 夢
大学学位記が授与され ま し た 。
イ ベ ン ト は ． 第 1 日 目 だ けの 開催で， 工学 部 及 び 地域
共 同 研 究 セ ン タ ー を 主会 場 と し て ， 研 究紹 介4 講 座 （ 教
育：2 ＇ 経 済 ：1 ＇ 理：1 ) . 実験等展示 （ パ ネ ル展示）
33 テ ー マ （ 人 文：2 ， 教 育 ・ 1 . 理 9 ， 工 ・1 9 ， 水素
同 位体機能研 究 セ ン タ ー ：l ， 放射性 同 位元素総合実験
室 1 ） 及び特別講演 1 講座 「 レ ー ザ一光のふ し ぎJの
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多 彩 で 、興味深 い テ ー マ が取 り 上げ ら れ ， 特 に ， 「感動！
つく る 喜び」 コ ー ナ ー の オ リ ジ ナ ルペ ン ダ ン ト作 り に は
順番待 ち ができ る ほ ど盛況で ， 1,5 00人 を 超え る 参 加 者
があ り ， 小 学生 か ら 一般社会人 ま で各 々の会場で， 本 学
教官や大 学 院 生 等 か ら 解説や紹 介 を 受 け ， 終 日 大 変好評
を 博 し て い ま し た 。
企総合開会式 .体験入学開講式で池野地域共同研究セン
ター長から代表に夢大学学位記を授与
企原子がつく る美しい幾何学模様 企感動1つく る喜び
企あなたの骨は大丈夫です か？
企アリの社会一共同と競争
企身のまわりの放射線を知ろう
企体験入学 企体験入学
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経済学部校舎及び地域共同研究センター増築工事が完成
経 済 学 部校 舎 は ， 老朽化 に 伴 い 平 成 5 年 7 月 よ り 改築工事 が進 め ら れ て き ま し た が， 第I期工事 は 平成 6 年5 月 31 日 ，
第 E期工事 は 平 成 8 年 6 月 26 日 に 竣工， ま た ， 地域共 同 研 究 セ ン タ ー増築工事 も 平 成 8 年 7 月 31 日 に 竣工し， 完 成 し ま
し た 。
な お ， 施 設概要， 設計趣旨等 は ， 次の と お り です。
経 済 学 部 校 舎完 成
施設概要
基本設計 富 山 大学 施 設 課
実施 設計 建築 株 式会社 鈴木一級建築士事務所
電気 株式会社 中 部設計
設 備 株 式会社 中 部設計
施 工 建築 前 田建設株式会社
電気 第I期 北 陸 電気工事株式会社
第H期 沖電気工事株式会社
設 備 菱機工業株式会社
エレペ－� フジテ ッ ク 株 式会社
平 成 5 年 7月 ～ 平 成 8 年 6月工 真月
主要室内部仕上
情造・階数
建築面 積
基準柱間
鉄骨鉄筋コ ン ク リー ト 造 7階建
944m' 延床面積 6, 288m' 
6.5m× 6. 0m 
階 高 1 F 3.8m 2 F～ 7 F 3.8m 
外部 仕上 屋根 コ ン ク リ ー ト こ て 仕上B種， シー
ト 防水 ⑦ 1. 2 着色仕上
外壁 タ イ ル 張 り （50ニ 丁 タ イ ル ） 一 部
複層仕上塗材 R E 
建具 ア ル ミ 製建具
E二tι" ぞI ！未 壁 天 井
学生コンピュータ室 タイ ル カ ー ペッ ト 敷き せっこうボード張り ロ ッ ク ウ ー ル 吸音板張 りピニルクロス犠り
資 キヰ 三＂＂＇＂二 ビ ニ ル 床 タ イ ル 張 り せっこうボード張り 化粧せ っ こ う ボ ー ド 張 りE P 1 
11庁 1'E 室 ，， ,, ，， 
大 � 〉、 5義 5二 士�二 タ イ ル カ ーペッ ト 敷き
せっこうボード張句 ロyクウール吸音板張り
クロス張句 一部クロス張り
設計 趣旨
全体計 画 本学五 福 キ ャ ン パス は再開 発 を 進 め て
お り ， その一 番 手 と して 経 済 学 部 研 究 棟
の改築 を 行 っ た。
緑の空 間 と 語 ら いの場 を 確 保し， キ ャ
ン パス全体 を 有効利用す る た め に 本建物
も 高層建物 と し て計画した。
既設建物 は 工事期間中 も 使用す る ので
①既設中庭 に S R 7 2, 000m＇ を 建 て，
そ こ に 半分移転 ②移転で空い た建物
の解体 ③跡 地 に S R 7 4, 200m＇ を
増築 ④残 り 半分 を 移転し， 残建物の
解体 ①環境整 備 と いう よ う に ビル ド
＆ス ク ラ ップ を 基錐 と し て 進 め た。
平面計 画 構 内 メ イ ン ス ト リー ト に 面し たL型 プ
ラ ン と し， 隅角 部 に玄関 を 設 け た。 玄 関
ホ ール は丸く吹抜 け と し ， 開 放的 な 雰囲
気 と し た。 1 ・ 2階 は共通 部 門 及び管理
部門， 3階 よ り 上階 は 研 究室等 と し静 か
な 環境作 り に 務 め た。
既設演 習棟 と は1階～ 4階 ま で渡 り 廊
下でつ な ぎ ， 学生 ・ 教 職 員 の移 動 を 容易
に し た。
デザイン 大 学正門付近 に あ る 摘円形の黒田講 堂
と の調和 を は か り ， 正面 フ ァサー ド を 円
形の カ ーテ ン ウ オール と し た 。 そ れ に 反
身＋ガ ラ ス を 入 れ， そ の カ ーテ ン ウ オー ル
の ミ ラ ーガ ラ ス に は周囲の緑や青空が映
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り ， 景 観 に 楽 し い変 化 を 与えて い る 。
環境整備 本 学 メ イ ン ス ト リ ー ト は 5 年 度 に 歩車
道 分離， カ ラ 一歩道 ， ポ ケ ッ ト プ ラ ザの
新 設 ， 外灯の整 備 等 を 行い， 大変好評で
あ っ た。 今 回 ， 経 済 学 部周囲 に も こ の 整
備 を 推 し 進 め 植栽 を 行 っ た。
花両岩 を 敷いた玄関前のポ ケ ッ ト プ ラ
ザや新設の 2 か所の ミ ニ プ ラ ザ に は ベ ン
チ を配 し ， 学生， 教職員の憩いの場 と な っ
て い る 。 植栽 は 常 緑樹 と 落葉樹のバ ラ ン
ス を 考慮 し ， 四季折々の花が楽 し め る よ
う に 整 備 し た 。
設備計画
電気設備 照明 設 備 を 全 て 伝 送 式リモ コ ン に て 集
中 管理 出 来 る こ と と し ， 便所 に 於い て は
人感セ ン サ一等 を 使用 し て 手 を 触 れず に
設備 を 動作させ る こ と と し た 。電気室 ・
機械室の 各 設 備 及 び空調 設備 を 中央 に て
監視制 御 出 来 る こ と と し た 。 各研究室等
全 て に 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 設備 を 設 け ， A
T M等の高速画 像 処理 に よ る 実験 を 出 来
る よ う に し た。
機械設備 教官室， 研 究室， 情 報 関 連 機器室の空
調 を 個別運 転 ， ま た 大 人 数部屋 について
全 熱交換器 を 使用 し 省エ ネ に配慮 し た 。
② 
1階平面図
喝m
5=1,300 
ん
(]) 
図面平階準基
0 . 嶋 崎m
率直図 5 =1 300 
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地域共同研究センター増築工事完成
施設概要
基本設計 富 山 大 学 施設課
実施 設計 建築 富 山 大学 施設課
電気 株 式 会 社 中 部設計
設備 株 式 会 社 中 部設計
施 工 建築 林建設工業 株 式 会 社
電気 コ ロ ム ピ ア 電設工業 株式会社
設備 森 商事 株式 会 社
工 期 平成 8年 1月 ～ 平 成 8年 7月
階 医ー司 1 F 3.8m 2 F～3.8m 
情造 － 階数
建築面 積
基準柱間
鉄筋コ ン ク リ ー ト 造 2階建
737m' 延床面積 8 79m' 
7. 0 m× 6. 1  m 
外部 仕 上 屋根 シー ト 防水 ⑦ 1. 2
外壁 石材 調仕上塗材塗 り
建具 合成 樹脂調合ペ イ ン ト 塗 り
主要室内部仕上
室 名 床 壁 天 弁ー
大型共同実験室 塗 り 床 内 装用復層塗材 木毛セ メ ン ト 板
汎 用 実 験 室 vs ⑦ 2.5 内 装用復層塗材 化粧石 こ う ボー ド
資 ;f;t 室 塗 り 床 内装用復層塗材 化粧石 こ う ボ ー ド
研 究 室 VT ⑦ 2. 0  内 装用復層塗材 化粧石 こ う ボ ー ド
昭 和 62年 度 に建設され た 既設棟に は ， 主 に メ カ
ト ロ ニ ク ス ， 電子 デバ イ ス ， 新 素 材 ， バ イ オ テ ク
ノ ロ ジ ー， 情 報 処 理 ， 資 源、エ ネ ル ギー， 環 境 等 先
端技術 の 基礎実験室 が あ る 。
今 回 の 増築 は 既設棟の南側l に 接続し， 既設棟 と
一 体 の 施設 と して 利用でき る よ う 計画した。
大 型 共 同 実験室 は ， 約4 00m＇， 階 高 7. 6m で ， 通
常 の 精密測定装置 と は 同居 が困難 な 装置類や， 大
型 の 特 性 評価装置 を 置き， 共 同 研究 で装置の試作
等 を 行 う 室 で あ る 。
各 種 の 実験 に 対 応、できる よ う ， 床 に は 2 本 の排
水溝， 上 部 に は 天 井走行の 2 t吊 ク レ ー ン を 設 け ，
4 00tプ レ ス は 独立の杭基礎とした。
汎用 実 験室（1）～（3 ） は ， 各 分野の素材 を 高精度の
解析装置 を 用 い， それぞ れ(1）材 料表 面 ， 結晶構 造
等 の 測定， （2）化学 部門の 特性評価測定， （ 3 ） 原 子配
列 等 の 悔限性能測定 を 行 う 室 で あ る 。
特 に汎用実験室（3） は 電子 顕微鏡や微細加工用電子
ビ ー ム 描面装置 を 設置 す る た め ， 完全暗室 と な る
よ う 計画した 。
2階 に は 研 究 者 がコ ン ビ ュ ー タ 及び端末機 で 実
験研究 デー タ の解析 を 行え る よ う 研究室 を設け た 。
大 型 共 同 実験室 の暖房 は ， ガ ス 焚遠赤外線 ヒ ー
タ ー を 採用し， 暖房効率の向上 を 図 っ た 。
研 究 室 系 統 の エ ア コ ン は ， 切 り わ す れ 防 止 等省
エ ネ 対応 と して 中央 ス ケ ジ ュ ール管理運転 を 行え
る よ う にした。
設計 趣旨
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経済学部校舎竣工記念式典を挙行
経 済 学 部で は ， 新校舎竣 工を記念 し て ， 去 る 9 月 1 1 日
（ 水 ） 黒 田 講 堂 に お い て， 校舎竣工記 念 式 典を挙行 し ま
し た 。
式 典 に は ， 学内外 関 係 者約 100人 が 出 席 し ， 増 田 経 済
学 部長 の 式辞 の 後， 小 黒 学長 の 挨拶， 文 部省大臣官 房 文
教 施 設 部長 （ 上村 名古屋 工 事 事 務所長 代読 ） の 祝 辞 ， 東
山施 設 課長 の 工事概要報 告 及 び、工事 関 係者 等への感謝状
の 贈呈 が 行 わ れ ま し た 。
式 典終了後 ， 校舎玄関 前で学長， 来賓に よ る テ ー プカ ッ
ト， 玄関 ホ ー ル内で の 壁 画 の 除幕， 施 設 見学 が行 わ れ ま
し た。 引き続き記 念 祝 賀 会 が経 済 学 部 大会議室で催 さ れ，
富山市長 ， 高 岡 市 長 の 祝辞 が述べ ら れ完成を祝い ま し た 。
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ロシア連邦極東国立総合大学附属東洋大学と学部間交流協定を締結
経 済 学 部で は ， 去 る 9 月 23 日 に ロ シ ア 連邦極東 国 立総
合大 学 附 属 東 洋 大 学 と の 間で 増 田 経 済 学 部長 と セ ルゲ
イN イ リー ン 附 属 東 洋 大 学長 が学術交流 に 関 す る 協 定
蓄を取り交わし ま し た 。
先般の 大 韓民国江原大学校経営大学 と の 学 部 間 協 定 に
続き， 今回 の協定締結 に よ り ， 環 日 本 海を中心 と し た 経
済 の よ り深い調査研 究 ， 教員 ・学生 の 交 流 及 び学術出版
物等 に よ る 情報交換を主 な 柱 と し た 両大学 と の 交 流 が さ
ら に 進 むこ と が期待 さ れ ま す 。
r 
4‘締結後握手を交わす増田経済学部長 （左） と
セルゲイ N イリーン附属東洋大学長
＜〈防災・安全チェックを実施〉＞
去る 9 ）� 26 '-' （ 木 ） . 27日 （ 金 ） の 2 日 間 に わ た り ，
宿山消防署 の川｜功査察 が行わ れ ， 危険箇所 の点検 と 地 震
t�； の安全対策 が十分であ る か安全 チ ェッ ク を実施し ま し
た 。
ま た ， 高層建物 も 増えて い る こ と か ら ， 富 山 消 防 署救
助 隊 に よ る 大型ハシ ゴ車で の 高層階か ら の 避難訓練 も 併
せ て笑施 す る と 共 に ， 実際 に 阪神・淡路大震災 時 ， 神戸
市 に 出動した富山 市 消 防署ー南 部 出 張所長 の 体験講演 も あ
り ， 教職員 の 防 災 意 識 の 高揚 が 図 ら れ ま した 。
企消防署員によ る体験講演
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“外国人 留学生のた めの進学説 明 会 ’ 96” に参 加 し て
“ 外 国人留 学生 の た め の 進 学 説 明 会 ’ 96” が， 去 る 9
月 7 日 （ 土 ） に 東京 池 袋 ワ ー ル ド イン ポ ー ト マ ー ト 展 示
ホ ー ル （ 4階 ） に お い て 開催 さ れ ま し た 。
こ の 説 明 会 は， 我 が 国 の 日 本語 教 育 施 設 に お い て ， 大
学 ， 大 学 院 ， 短大 ， 専 修 学 校 （ 専 門 課程 ） へ の 進 学を 目
指 し て い る 外 国 入 学 生を対 象 に ， 我 が 国 の 大学等へ の 入
学 に 関 す る 適切 な 情 報 の 提供を行 う こ と が 目 的で， 防） 日
本 国 際 教 育 協 会 （ AIEJ ） の 主催 ， 文部省 の 後 援 ， 肘 日 本
語 教 育 振 興 協 会 ， （財） ア ジ ア 学 生 文 化 協 会， 東 京 YWCA
「留 学 生 の 母 親」 運 動， ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ 留 学 生 相
談 室 及 び 各 国 留 学 生 会 の 協 力 で 開催 さ れ た も ので す 。
説 明 会 に は ， 国 立大 学 28校 ， 公 立 大学 3 校 ， 私 立 大 学
1 1 3校 及 び短期 大 学 17校 の 参 加 が あ り ， 会 場 は 国 公 立 大
学 ， 私 立 大 学， 短 期 大学 の ほ か， 専 修 学校 や 留 学 生 会 ，
入 試 資 料 ， 相 談等 の 各 コ ー ナ ー が 設 け ら れ， 総 数 1 , 4 25
人 の 来 場 者で に ぎ わ い ま し た 。
富 山 大 学 （ 浜 谷 学 生 部長， 草 開 工 学 部 留 学 生 専 門 教 育
教 官 ， 学 生 課留 学 生 係 事 務 官 が 出 席 ） の 紹 介 コ ー ナ ー に
は約 40人 の 相 談 者 が訪 れ ， 本 学 の 特徴， 教育 内 容 ， 入 学
試験科 目 ， 入 学 試験 日 な ど の ほ か， 留 学生 の 受験状 況 と
合 格 ラ イン 及 び受 入 れ状 況 ， 奨 学 金 の 種 類 と 受給状況，
... 来場者から相談を 畳 け る 大学 関 係 者
ア パ ー ト の 家 賃 ， 留 学 生 に 対 す る 支援状 況 ， 交 流 事 業 の
活動状況等 に つ い て 熱心 な 質 問 があ り ， 特 に 大 学 院 の 研
究 内 容 ， 教 官 へ の連絡方 法 ， 入 学 試験 に つ い て 具 体 的 な
質 問 も 多 く 寄 せ ら れ ま し た 。
な お ， 今 回 の 説 明 会 で 分 か っ たこ と は， 日 本 語 学 校 に
通 う 修学生， 特 に 学 部 の 留 学を考えて い る 修学 生 に と っ
て ， 現状で は ， 本 学 のこ と に つ い て 知 る 機会 が極 め て 乏
し く ， 大 学 の所在 地 や 東 京 か ら の 交 通 の f更 に 対 す る 質 問
が多 く あ り ， 今 後 の 情報提供 の あ り 方 に つ い て 知 る 良 い
機会 と な り ま し た 。
第 5 回 （ 平成 8 年度 ） 富 山地区 国 立学校技術職 員研修
第 5 回 （ 平 成 8 年 度 ） 富 山 地 区 国 立学校技術職 員 研 修
が去 る 9 月 26 日 （ 木 ） 本 学 黒 田 講 堂 会 議室 に お い て 実 施
さ れ ま し た 。
こ の 研 修 は ， 富 山地 区 の 国 立 学校 に 勤 務 す る 教室 系 技
術 職 員 に 対 し て ， そ の 職 務 に 必 要 な 知 識 ， 技術を 修 得 さ
せ る と と も に ， 相 互 啓 発 の 機会を与え る こ と に よ り ， 職
務 遂 行 に 必要 な 能 力 ， 資 質 等 の 向 上を図 る こ と を 目 的 と
し た も ので ， 富山地 区 国 立学 校 5 機 聞 か ら ， 技術職 員 34
名 が受 講 し ま し た 。
参 加 者 は ， 講 義で は メ モを取 り な が ら 熱心 に 受講 し ，
技術発 表で は 活 発 な 質 疑 応 答 や 意 見 交 換を行 い ま し た 。
な お， 研 修 日 程 及 び受 講者 は ， 次 の と お り です 。
一 日 一
企技 術発表
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第 5 回 （ 平成 8 年度） 富山地区国立学校技術職員研修 日 程表
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議 義 休
「 イ ン タ ー ネ ッ ト と
技術発表
公 開鍵暗号体系」
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部教
授
3 名
米 国 政 明 憩
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食
5 名
15 : 00 1 6 : 00 17 : 00 
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憩 富山大学教育学部教授
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竹 内 茂 嫡 て」
式 動
第 5 回 （ 平成 8 年度） 富山地区国立学校技術職員研修
受 講 者 名 簿
機 関 名 所 属 氏 名 f蒲 呈J壬
，》d回;· ’ LU 大 寸A以二」． 教育学部 化学 奥 田 者II 技術発表
。 庶務課 学事調査係 高 塚 i青 文
，， 人文 ・ 理学部 ガ ラ ス 工作 室 王ルム玉, 城 庚 光 技術発表
イシ 露合情報処理セ ン j - � 本 勉
。 ，， 坂 本 t工 見
，， ，， J l l  原 智 徳 技術発表
，， 工学部 電子情報工学科 高 安 勇 ＝口と
，， ，， 今 北 キナ 石ιu 雄 技術発表
，， ，， イシ 柴 田 幹
，， ，， ，， 丸 山 1専 技術発表
，， ，， ，， 大 久 保 篤 オ， ＂＇�、
。 ，， 化学生物工学科 井 1宰 真 由 美
イシ ，， 韓被＇；J, fb,工学科 高 瀬 ↑専 文
今 ，， ，， I度 辺 秀
dシ ，， ，， 大 山 達 雄 技術発表
ウ ，， 物質工学科 中 キナ 善 z 、 技術発表
，， ，， 世融＇； J, f b.工学科 桐 日目 弘
。 ，  ，， 室 谷 手口 雄
。 ，  ，， 友 坂 敏
，， ，， 工 場 係 I人ロ、ー 口 泰 一
，， ，， ，， 藤 岡 手口 典 技術発表
,, ，， ，， 中 尾 良 行
イシ ，  ，， 呂 英 治
。 ，， ，， 主問主rJ 村 ｛告 之
，， ，， ，， 山 田 聖
富 山 医 科 薬 科 大 学 研究協力謀 総 務 係 本フ木令之 腰 正 弘
,, ，， ，， 西 口 慶 子
,, ，， ，， 松 刀く 憲 1台
，， ，， ，， 道 林 1青 美
，， ，， ペシ 野 手 姫 代 美
W•J lliJ 短 期 大 学： 学生課 実 習 係 上 正 明
出 山工 業 高 等 専 門 学 校 学生課 技術教育係 ｛者 A恭 通 子
，， ，， ,, J l l  越 み ゆ き
富 山 商 船 高 等 専 門 学 校 庶務課 実験実習第二係 坂 口 克 彦
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優 勝 ： 経理部
準優勝 施設課 ・ 附属 図書館く ソ フ ト ボー ル大会〉
1 7  5 
不戦勝
9 チ ー ム に よ る 熱 戦 が
本 学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会体 育 部会 ソ フ ト ボー ル班，
文 部省共 済 組 合 富 山大 学 支 部 共催 に よ る 平成 8 年 度 部 局
対 抗 ソ フ ト ボ ー ル 大 会 が ， 平 成 8 年 7 月 12 日 か ら 8 月 30
日 の間， 本 学 グ ラ ン ドで行 わ れ，
学生
部
経理部庶務部教育学部施設課
・附属図書館
人文学部
・理
学部
B
工学
部
経済学部人文学部
・理
学部A
繰 り ひ ろ げ ら れ ま し た 。
な お ， 成 績 は 次の と お り です 。
経 理 部 チ ー ム
施 設 課 ・ 附 属 図 書館 チ ー ム
優
準 優 勝
勝
（ 実施期 間 ： 平成 8 年 7 月 1 2 日 ～ 平成 8 年 8 月 30 日 ）
本 学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会 体 育 部 会 庭 球 班 ． 文 部 省
共 済 組 合 富 山大 学 支 部 共催 に よ る 平 成 8 年 度 学 内 硬 式 庭
球 大 会 が， 去 る 9 月 23 日 （ 祝 ） 本 学軟式庭 球 場 に お い て
実 施され ま し た 。
台風一 過のさわやか な 秋空の下， 約50名の参加 者 を 得
（ 部 局 対 抗のダブ ル ス に よ る
（ ダ ブ ル ス に よ る 個 人 戦 ） に
く硬式庭球大会〉
て 実 施さ れ ， 男 子 6 チ ー ム
団 体 戦 ） 及び女子 3 チ ー ム
よ る 熱戦 が繰 り 広 げ ら れ ま し た 。
な お ， 成 績 は 次の と お り です 。
0 男 子 （ 団 体 戦 ）
人 文学 部 チ ー ム
準 優 勝 教 育 学 部 チ ー ム
O 女 子 （個人 戦 ）
奥 田
勝1憂
－ 高 瀬 （ 教 育 ）
・ 山中 （ 教 育 ）
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勝
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(1 ＼ ド ミ ン ト ン大会〉
本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会 体 育 部会 バ ド ミ ン ト ン 班，
文 部省共 済 組 合 富 山大 学 支 部 共催 に よ る 平 成 8 年 度学内
バ ド ミ ン ト ン 大 会 が． 去 る 9 月 28 日 （ 土 ） に 本 学 第 1 体
育館で実施 さ れ ま し た 。
大 会 は ， 約 40 名 の 参 加を得 て ， 部 局 （ 課 ） 対 抗 6 チ ー
ム に よ り 熱 戦が繰 り ひ ろ げ ら れ ま し た 。
な お ， 成 績 は 次 の と お り です 。
優 勝 経 理 部 チ ー ム
準優勝 教 育 学 部 ・ 工 学 部 チ ー ム
3 位 学 生 部 チ ー ム
平成8年度 全国公 務員 レク リ エーシ ョ ン共同行事
富山地区 ソ フ ト ボール大会で本学が健 闘
去 る 9 月 3 日 （ 火 ） 常 願寺 川 公 園 野 球場 に お い て ， 富
山地方 （ 家 庭 ） 裁判 所が世話機 関 と な り ， 平 成 8 年 度 全
国 公 務 員 レ ク リ エ ー シ ョ ン 共 同 行事富山地 区 ソ フ ト ボ ー
ル 大 会が実施 さ れ ま し た 。
本 大 会 に は 1 1 機 関 か ら 1 4 チ ー ム の 参 加 が あ り ， 本 学 か
ら も A , B ,  C の 3 チ ー ム が参加し， 決勝戦で は 昨 年 惜
敗 し た 富山刑 務 所 チ ー ム を破 り ， 見事優勝 の 栄 冠 に 輝 き
ま し た 。
な お ， 大 会 の 成績 は 次 の と お り です 。
優 勝
準 優 勝
3 位
3 位
富 山大 学 A チ ー ム
富 山刑 務所 チ ー ム
富 山大 学 C チ ー ム
富 山医科薬科大学 B チ ー ム
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渡 航 の 種 類、 所 属 月読 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
不均一触媒 ・ フ ァ イ ン 化学 8 .  9 .  6 
外 国 出 張 理 学 部 助 教授 大津 力 ス イ ス 国際会議及 び ワ ー ク シ ヨ ツプ 「不均一系エ ナ ン チ オ 選
択的触媒j に出席， 研究発表 8 .  9 .  15 
ス イ ス 不均一触媒 ・ フ ァ イ ン 化学 8 .  9 .  7 
，， 教 授 松 浦 郁也 オ フ ン ダ 国際会議 及 び燃焼触媒 国 際
-"' lレ ギ 会 議 に 出 席 ， 研究打合せ 8 .  10. 2 
第 3 回炭酸ガス の 除去 に 関 8 .  9 .  7 
，， 教 授 高 安 紀 ア メ リ カ 合 衆 国 す る 国際会議 に 出 席 ， 研 究発表， 触媒 に 関 す る 研究打
合せ及 び資料収集 8 .  9 .  16 
「励起 さ れた コ ヒ ー レ ン ト 状 8 .  9 .  8 ，， 教 授 平 山 実 中 華 人 民 共 和 国 態の物理的性質」 の研究 8 .  10. 20 
I C I P - 96 に 出 席 ， 研 8 .  9 .  14 
工 学 部 議 師 堀 田 裕 弘 ス イ ス 究 発 表 ， 画 像 品 質 評 価 に
関 す る 調 査研究 8 .  9 .  22 
第 6 回精密化学 と 機能性高 8 .  9 .  18 
，， 教 授 島崎長一郎 中 華 人 民 共 和 国 分子国際会議 に 出 席 ， 研 究発表， 機能性高分 子 に 関 す 8 .  9 .  28 る 研究打合せ及 び資料収集
水 素 同 位 室温作動型水素同位体分隊 ． 8 .  9 .  18 
体 機 能 研
教 授 渡辺 国昭 ド イ ツ 分取 シ ス テ ム の 開 発 に 関 す
究
セ
ン
タ
ー る 研究 8 .  10. 19 
環 日 本海経済交流 に 係 る iijf 8 .  9 .  22 
経済学部 教 授 増 田 信彦 ロ シ ア 連 邦 究打合せ 及 び学 部 間 交 流協
定の調印 8 .  9 .  24 
，， 教 授 榊 原 英夫 イシ ，， ，， 
分散触媒 を 使用 し た 触 媒水 8 .  9 . お
工 学 部 助 手 米 山 嘉治 ア メ リ カ 合 衆 国 素化反応、 に 及 ぼす 水 の 促進
効果の調査研究 8 .  1 1 .  23 
日 系企 業 の 経営行 動 に 関 す る 8 .  9 .  1 
j毎外研修 経済学部 助教授 岩内 秀徳 マ レ イ シ ア 先行研究 の 収 集 ， 日 系 企 業 の
海外
事業
展 開
に 関
す る
ヒ ア
リ
ン グ調査及 び工場見学
8 .  9 .  13 
ワ シ ン ト ン 州 農業 に 関 す る 8 . 9 . 7 ，， 助教授 酒井 富 夫 ア メ リ カ 合 衆 国 研究会 に 出 席， 農場視察等 8 .  9 .  17 
チ コ二 コ
連 t口》、 王 国 8 .  9 .  8 
，， 助 手 坂出 健 イ ツ 航空機工業 に 関 す る 資料収集
ス イ ス 8 .  10. 1 1  
／＼え jレ ギ
マ カ オ に お け る ス ポ ー ツ イ 8 .  9 .  9 
教育学部 教 授 西川 友之 てず カ オ ベ ン ト （ 国際競技大会 ） の
運営 に 関 す る 調査研究 8 .  9 .  16 
フ ラ ン ス 革命期 に お け る 文 8 .  9 .  1 1  
人文学部 助教授 村井 文夫 フ フ ン ス 学思想上の論争 に 関 す る 文
献調査 8 .  9 .  28 
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波 航 の 種 類 所 属 1銭 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
日 ・ 韓 ・ 中 刑 法 シ ン ポ ジ ウ 8 .  9 .  16 
海 外｛1耳 修 経 済 学部 教 授 安村 勉 中 華 人 民 共 和 国 ム に 出 席 ， 中 国刑 事 法 に 関
す る 資料収集 8 .  9 .  21 
8 .  9 .  16 
，， 助 教 授 西 村 秀 二 ，， ，， 
8 .  9 .  21 
ア メ リ カ 合衆 国 に お け る 現 8 .  9 .  18 
，， 助 教 授 角 森 正 雄 ア メ リ カ 合 衆 国 代型訴訟 に 関す る 調 査 ， 資
料収集 8 .  10. 15 
ウ ズ ベ キ ス タ ン 歴史考古遺物 ・ 遺 跡 の 調 査 8 .  9 .  22 人 文学部 教 授 小 谷 仲男 キ ル ギ、 ス タ ン
カ ザ フ ス タ ン 研究 8 .  10. 19 
日 系 企 業 の 経 営 行 動 に 関
す る 先 行 研 究 の 収 集 ， 日 8 .  9 .  22 
経 済 学部 助 教 授 岩 内 秀 徳 4口J、 i湾 系 企 業 の 海 外 事 業 展 開 に
関 す る ヒ ア リ ン グ 調 査 及 8 .  9 .  28 
び工場 見学
中 国産 キ イ チ ゴ属 の 分類 学 8 .  9 .  29 理 学 部 教 授 鳴橋 直弘 中 華 人 民 共 和 国 的研究 8 .  10. 10 
流れ問題 と 相転移 モ デ ル に 8 .  9 .  30 
教育学部 助教授 大森 克史 イ タ ア 関 す る 第 1 回JSIAM - SIMAI シ ン ポ ジ ウ ム に 出席 。 研
究発表， 資料収集 8 .  10. 1 1  
�l!l�司
〈住所変更〉
部 局 名 官 職 氏 名
教 育 学 部 教 諭（ 附属 中 学校 ） 田 中 広 光
〉
－ 名
所
一
住
一局
者
一
p ト 」
－ w n v
tL
－ 立ロ
「 R
－
合 掌 n
－
ノ 《 、
－
工
山口ナ
官 職
助 手
（ 生産システム工学）
氏 名
告IS 舎 回 哲 夫
- 23 一
平成8年10月発行 Aム£．-+- 報 第381号
E恥E－－zn 
幸R
富 山大学名誉教授 舘 照道氏逝去
本 学 名 誉 教授舘 ！照 道 氏 が ， 平 成 8 年 9 月 23 日 に 逝
去 さ れ ま し た 。 享 年85歳 。
同 氏 は ， 昭 和 1 1 年 3 月 東 京帝 国 大 学 文 学 部 宗 教 学 宗
教 史学 科 を 卒 業 ， さ ら に 東 京 帝 国 大 学 大 学 院 に 入 学 さ
れ た が ， 昭 和 1 2年 9 月 充 員 召 集 に よ り 山 砲 兵 第 九 連 隊
に 応 召 の た め 同 大 学 院 を 退学 さ れ た 。 そ の 後 ， 昭 和 1 4
年 7 月 補 充 兵 役 免 除 と な り ， 昭 和 14年 12 月 か ら 1 年 間
本 派 本 願 寺 宗 務 所 学 務 部 に 勤 務 ， 以 後 ， 昭 和 1 6年 3 月
富 山 県 師 範 学 校 教 諭 ， 昭 和 18年 4 月 富 山 県 師範 学 校 は
官 立 移 管 に よ り 富 山 師 範 学 校 と な る と 同 時 に 同 校助 教
授 ， 昭 和 20年 5 月 同 校 教授 に 就任 ． 昭 和 24年 5 月 富 山
師 範 学校 は 富 山 大学 に 包括 さ れ た こ と に 伴 い ， 同 年 6
月 富 山 大 学 富 山 高 等 学 校 教 授 兼 ね て 富 山 大 学 助 教 授
（ 文 理 学 部 ） と な ら れ ， 昭 和 33年 3 月 同 大 学 教 授 に 昇
任 ， 昭 和 52年 4 月 停 年 に よ り 退 職 さ れ ま し た 。 同 月 本
学 発展 の た め に 尽 力 し た 功 績 に よ り 富 山 大 学 名 誉教 授
の 称 号 が授 与 さ れ ま し た 。
同 氏 は ， 永 年 に わ た り 終始 熱 意 と 温情 を も っ て 学 生
の 教 育 と 指 導 に あ た ら れ ． 特 に 哲 学 教 育 の 面 か ら 理 論
構 成 の 確 立 が 主 眼 と さ れ る 専 門 領域 に お い て 実践 的 努
力 を 尽 し ， 適 切 な 指 導 に よ り 数多 く の 優 秀 な 人材 を 育
て 上 げ社会 に 送 り 出 さ れ ま し た 。
同 氏 の 研 究 に つ い て は ， 富 山 大 学 師範学校在職 中 は ，
終 始 宗 教 哲 学 的 人 間 学 の 研 究 を 基礎 と し て ， 師 範 学 校
教 育 の 実 践 に 努 め ら れ ま し た 。 ま た ， 富 山 師範 学 校 在
取i 中
る こ と を 希 望 す る 学 生 の 教 育 が師範学校 の 本 来 の 使 命
で、 あ る こ と に j采 く 思 い を 致 し ’ 師 範学校教 育 は ， 直 接
に ． か つ ， j采 く 国 民 教 育 の 根本 に か か わ る 故 に ， 宗 教
哲 学 的 人 間 学 を 深 め な が ら ， そ の 研 究 に 基 づ い て 師 範
学校教育 と そ の 学生 の 指導 に 努 力 さ れ ま し た 。 特 に ，
昭 和 22年 7 月 か ら 同 24年 8 月 ま で ， 富 山 師 範 学 校 附 属
中 学 校 主事 と し て の 在 職 中 を 通 じ て ， 人 間 学 的 教 師 ｛象
の 確 立 に 実践 的 に 努 力 し 義務教 育 に お け る 教 師 像 の 硲
立 を 念頭 と し て ， 教 育 実 習 の 充 実 に 絡段 の 努 力 を さ れ
ま し た 。 富 山 大 学 在職 中 に お け る 学 術研究 と し て は ，
人 間 学 的 思 想 を 深 め ， 人 間 存 在 の 根 本 に 在 る 悪 の 自 覚
と そ の 克服 に 人 間 存 在 の 意 義 を 明 示 し ， 東 洋 哲 学 に お
け る 人 間 学 の 研 究 に 取 り 組 む と と も に ． 一 方教 育 行 政
面 で は ， 昭 和 36年 6 月 か ら 同 38年 5 月 ま で ， 同 40 年 6
月 か ら 同 43年 1 2 月 ま で の 5 年 7 か 月 に わ た る 評 議 員 在
任 中 は ． 社 会 の 変 動 期 ， 動 揺 期 に あ り ， 学 生 の 学 業 意
識 の 高 燭 と 自 覚 を 促 す こ と に 格 別 の 努力 を つ く す な ど，
本 学 の 管 理 運 営 に 参 画 し て そ の 発 展 に 尽力 さ れ ま し た 。
ま た ， 学会 に お け る 活動面 で は ， 日 本 哲 学 会 ， 日 本 宗
教学会 に 所属 す る 一 方 ． 日 本宗 教 学 会 の 理 事 と し て ．
同 学 会 の 研究 と 運営 に 貢 献 さ れ ま し た 。
ま た ， 同 人 は ， 社会教 育 の 面 で も 昭 和 2 1 年 3 月 か ら
少 年 保 護 司 ， 同 25年 5 月 か ら 保 護 司 と し て 昭 和 60 年 5
月 ま で犯 罪 者 の 改 善 ・ 更 生 を 助 け 犯 罪 の 予 防 に あ た っ
た 。 こ の 間 ， 40年 に 亘 り ， そ の 任 を 来 す に つ い て ， 研
究 主 題 た る 哲 学 的 且 つ 宗 教学 的 人 間 学 の 見 地 に 立 ち ，
深 い 人 間 愛 的 信念 を 以 っ て 対 象 者 の 更 生 保 護 に 力 を
つ く す と 共 に ， 保 護 司 会 の 運営 に 意 を 用 い ， 社 会 を 明
る く す る 運動 に 尽 力 し た 。 こ の 間 ， 社 会 的 に ， 犯 罪 者
の 更 生 保 護 と 社会 を 明 る く す る 運 動 に 尽 力 し た 功 に よ
り ， 昭 和 28年 7 月 ， 富 山 保 護 観 察 所 長 表 彰 ， 昭 和 31 年
9 月 ， 中 部 地 方 更 生 保護 委 員 会 委 員 長 表 彰 ， 昭 和 37 年
9 月 ， 全 国 保護 司 連 盟 会 長 表 彰 ， 昭 和 4 1 年 1 1 月 ， 富 山
県 知 事 表 彰 ， 昭 和 45 年 1 0 月 ， 法 務 大 臣 表 彰 ， 昭 和 52 年
5 月 ， 藍 綬 褒 主主 を そ れ ぞ れ 受 け ら れ ま し た 。
さ ら に ， こ れ ら の 功 績 に よ り ， 昭 和 59年 4 月 29 日 勲
三 等旭 日 中 綬 章 が授与 さ れ ま し た 。
こ こ に 同 氏 の 御 功 績 を 偲 び顕 彰 す る と と も に ， 御 冥
福 を 祈 り ， 謹 ん で 哀悼 の 意 を 表 し ま す 。
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9 月 2 日 中 部 地 区 学 生 補 導 厚 生 研 究 会 「 白 書検討 等 委
員 会 」 （ 大 阪大学 ）
3 日 R 連 盟 ソ フ ト ボ ー ル 大 会 （ 常 願 寺 川 公 園 ）
5 日 東 海 ・ 北 陸 地 区 管理事務協議会
（ 名 古 屋 ク ラ ウ ン ホ テ ル ）
第 1 2 回 カ リ キ ュ ラ ム 等 見 直 し 検討小 委 員 会
6 日 東 海 ・ 北 陸 地 区 国 立 学 校 等 庶 務 部 課 長 会 議
（ 名 古 屋 ク ラ ウ ン ホ テ ル ）
7 日 1996年 外 国 入 学生 の た め の 進 学 説 明 会
（ ワ ー ル ド イ ン ポ ー ト マ ー ト 東 京 ）
7 日 、 J IU日 東 海 ・ 北 陸 地 区 大 学 放 送 公 開 講座 ・ テ レ ビ 講
座 「変 容 す る ア ジ ア と 日 本j
9 日 秋 の 悶 立学校等経 理 部 課 長 会 議
（ 東 京 医科 歯 科大学 ）
学 生 ア ン ケ ー ト 実 施 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ会 議
10 日 労働 保 険料等基礎調 査
（ 富 山 ハ ロ ー ワ ー ク プ ラ ザ ）
第 2 回 就 職 連 絡 会 議
12 日 第 2 回 教 養 教 育 委 員 会 企 画 専 門 委 員 会
13 日 第 2 回 自 己 点 検 評 価 委 員 会管理運営専 門 委 員
ム五
14 日 斗5 日 大 学 開 放 事業 （ 夢 大 学 in TOYAMA ’ 96 )  
1 7 日 第 1 回 入 学試験実施 委 員 会 健 康 診 断専 門 委 員
ム一品
第 l 回 学 生 生 活 協 議 会 体 育 部 会
18 日 第 5 回 国 際 交 流 委 員 会 留 学 生 部 会
19 日 第 2 回 自 己 点 検 評 価 委 員 会 教 育 活動専 門 委 員
AE 
第 2 回 自 己 点 検 評 価 委 員 会研究活動等専 門 委
員 会
18日 ～20 日 平 成 8 年 度 国 立学校事務電算 化 講 習 会
( jttjJ 車 会 館 京 都 ）
23 臼 教 職 員 硬 式 テ ニ ス 大 会
24 日 ～25 日 平 成 8 年 度 体 育 系 サ ー ク ル リ ー ダ ー 研 修 会
( ill 野 ス ポ ー ツ セ ン タ ー 富 山 ）
25 日 第 3 回 教 養教育 委 員 会 実 施専 門 委 員 会
26 日 富 山 地 区 国 立学校技術 職 員 研 修 （ 黒 田 講 堂 ）
第 3 回 自 己点検評価委員 会教育活動専 門 委 員 会
大 学 入 試 広 報 セ ミ ナ ー （ 有 楽 町朝 日 ホ ー ル
東 京 ）
第 1 回 教 務 委 員 会 専 門 委 員 会
26 日 ～27 日 夜 間 教 育 実 施 国 立大学事務 局 長 会 議
（ 小 梅 商 科 大 学 ）
富 山 消 防 署 査 察
27 日 東 海 ・ 北 陸 近 畿 地 区 国 立 学 校 等 広 報 ， 文 書 研
究 協 議 会 （ 京都 平 安 会 館 ）
28 日 教 職 員 バ ド ミ ン ト ン 大 会
人 文 学 部 i
9 月 5 日 学 部 国 際 交 流 委 員 会
9 日 独 立 大 学 院 （ 人 文 ・ 経 済 合 同 ） 委 員 会
人 文科学研究科教務等検討 委 員 会
10 日 学部教 務 委 員 会
1 1 日 学部情報処理委 員 会
教授会
大学 院 人 文科学研究科 委 員 会
1 3 日 学部就職指導委 員 会
平 成 8 年 度 後 学 期授 業 時 間 割 担 当 者会 議
学部将 来 計画 委 員 会
18 日 入 学 者 選 抜 方 法 検討 委 員 会
予 算 委 員 会
25 日 教授会
教 授 会 （ 人 事 ）
大学 院 人 文科学研究科 委 員 会
教 育 学 部 1
9 月 2 日 附 属 養 護 学 校 第 二 学 期 始 業 式
附 属 幼 稚 園 第 二 学 期 始 業 式
3 日 教 育 実 習 運 営 協 議 会
4 日 学 部 学 生 生 活 委 員 会
学 部 教 務 ・ 学 生 生 活 合 同 委 員 会
学 部 教 務 委 員 会
教 育 学 研 究科 委 員 会小 委 員 会
教育学研究科 委 員 会
教授会
1 1 日 学 部 留 学 生 委 員 会
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1 1 日 学 部 入 学試験委 員 会
18 日 人事教授会
24 日 教育学研究科後発教科 整 備 委 員 会
学 部 予 算 委 員 会
25 日 学部教 務 委 員 会
26 日 ～27 日 平 成 8 年 度北 陸 地 区 教 員 養 成 学 部事 務 長協 議
会 （ 福 井大学 ）
27 日 学 部 入 学試験委 員 会
経 済 学 部 1
9 月 2 日 学 部 将 来 構 想 検 討 委 員 会 及 び 日 本 海経 済研 究
所 運 営 委 員 会 の 合 同 委 員 会
3 日 学 部 教務 委 員 会
大 学 院 経 済 学 研 究科 委 員 会小 委 員 会
4 日 論 集 委 員 会
学 部 将 来 構 想 検 討 委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
大 学 院経 済学 研 究 科 委 員 会
教授会
9 日 独 立 大 学 院 博 士 課 程 設 置 に 伴 う 合 同 打 合 せ 会
1 1 日 校 舎 竣 工 記 念 式 典 ・ 祝賀 会
12 日 学 部 施 設整 備 委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
17 日 学部教 務 委 員 会
学 部 入学 方 法検 討 委 員 会
18 日 論 集 委 員 会
人 事 教授会
大 学 院経 済学 研 究 科 委 員 会
教授会
26 日 論 集 委 員 会
30 日 各 種委 員 選考 委 員 会
nkμ 立口学国主T Z  
9 月 3 日 学 部 図 書 委 員 会
4 日 学 部 入 学 改 善 委 員 会
大 学 院 設 置 構 想 推進 委 員 会 懇 談 会
1 1 日 大学 院理学研究科 委 員 会
教授会
人 事 教授会
19 日 学 部 教務 委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
25 日 学 部 自 己 点 検 評価 委 員 会
26 日 学 部 就 職指 導 委 員 会
幸E 第381号
工 学 部
9 月 3 日 博 士 後 期 課 程 入 学試験
3 日 ～ 4 日 博 士 前 期 課 程 入 学試験
5 日 機種選 定 委 員 会 （ コ ン ピ ュ ー タ 制 御 式精 密 万
能 試験機 ）
6 日 学 部 学 生 生 活委 員 会
Y K  K イ ン ド ネ シ ア 研 修 生 が工学 部 を 見学
10 日 教授会
研 究科 委 員 会
博士後期課程 委 員 会
12 日 大 学 院 合格 発 表
17 日 学部学生生 活 委 員 会
18 日 学 部 教務 委 員 会
教 員 任 用 候補 者 選 考 内 規検討 委 員 会
19 日 学 部 入 学試験検 討 委 員 会
20 日 学部学生 生 活 委 員 会
25 日 教授会
研 究科 委 員 会
博 士 後 期 謀程 委 員 会
26 日 ～幻 日 第 20回 国 立 大 学48工学 系 学 部 長 会 議
（ 大 分大学 ）
附 属 図 書 館 1
9 月 26 日 第 6 回 附 属 図 書 館 機 能 強 化 検 討 小 委 員 会
｜ 地域共 同研究セン ター ｜ 
9 月 2 日 地域共 同 研 究 セ ン タ ー 運営 委 員 会
2 日 寸3 日 先端技術研修 （ 情報処理 コ ー ス ）
3 日 先端技術講演会
6 日 材料部 会 第 9 回 研 究 発 表 会
14 日 ’～15 日 大 学 開 放事業 （ 夢 大 学 in TOYAMA ’ 96 )  
畑、10月 4 日 先端技術研修 （ フ ァ イ ン メ カ ト ロ ニ ク ス コ ー
ス ）
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西 門 の 時 間 閉鎖 に つ い て
Aムム寸』 幸日
��ゆ司
第381号
構 内 交 通対 策 委 員 会 で は ， 交 通 事故 の 防 止 や 教育 ・ 研 究 の た め の 環境保持 に つ い て 鋭 意 検 討 し 対 策 を 講 じ て い る と
こ ろ で す が， こ の た び， 入 構 車 両 等 の 交 通 量 の 増 に 伴 う 交 通事故防止等 の 観 点 か ら ， 西 門 を 下 記 の と お り 時 間 閉 鎖 す る
こ と と な り ま し た の で お 知 ら せ い た し ま す 。
1 . 商 門 時 間 閉 鎖 開 始 日
平 成 8 年 1 1 月 1 日 （ 金 ）
2 . 西 門 開 閉 時 間 帯
区 分
平 日
休 日 （ 土 ， 日 ， 祝 日 等 ）
言己
関 門 時 間
8 : 00 ～ 10 : 00 
16 : 00 ～ 22 00 
交通安全指導等の 実施に つ い て
閉 門 時 間
10 : 00 ～ 16 ・ 00
22 : 00 ～ 翌 日 8 00 
終 日
平 成 8 年 1 1 月 1 日 か ら 警備 員 が構 内 巡 回 に よ る 交 通安全指導 及 び取締 り を 下 記 の と お り 実 施 す る こ と と な り ま し た
の で お 知 ら せ い た し ま す 。
言己
1 . 交 通 安全 指 導 及 び取締 り 内 容
次 の （ 1 ） ～ （3）の 構 内 交 通 規 制 違 反 に つ い て 指導取締 り を 行 い ま す 。
( 1 )  駐 （ 停 ） 車 違 反
(2) 無 許 可 に よ る 入構
(3 )  入 構 許 可 証 の 偽 造 等
2 . 交 通 規 制 違 反 の 指導 等 の 方 法
構 内 交 通 規 制 違 反 車 両 に は 次 の よ う な 処 置 を 施 し ま す 。
(1) 注 意 書 ま た は 警告 書 の 糊付 け
(2) 数 回 の 注 意 ， 警 告 に も か か わ ら ず違 反 し た 場 合 は ， タ イ ヤ ロ ッ ク の 取付 け を 行 う こ と も あ る 。
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編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印 刷 所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5 - 18
電 話 （ 2 4 ) 1 7 5 5 （的
